
 平成２６年１２月２５日及び、平成２７年３月１６日に、神奈川県内の公立小学校２校において、

教室内の「上下可動式黒板」が脱落し、それぞれ児童一名が負傷する事故が発生しました。

 これについて、文部科学省から「※既存学校施設の維持管理について」という事務連絡があり、

各学校設置者に対して、改めて維持管理の重要性を学校現場と十分に共有すると共に、

施設の劣化情報等を点検し、必要に応じて適切な措置を講じるよう、求めています。

早めの対応で、事故を未然に防ぎましょう！

■黒板の定期検査は、H22年３月改定の「学校環境衛生基準」の

「第2章 学校環境衛生基準 第3」に、「毎学年１回定期に行う」と記載されています。

参考：文部科学省 http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1292482.htm

お使いの黒板・ホワイトボードに、このような症状はありませんか？

☑ 既存黒板の額縁固定ビス等の緩み・ガタツキがある ☑ ギヤー固定箇所の緩み・ガタツキがある

☑ チェーンがスムーズに動作しない ☑ ギヤー鳴きがする

☑ 黒板が光って文字が見えにくい ☑ 板書の際にチョークが滑って書きにくい

☑ 板面の文字が消しにくい

当社にご相談ください

製品の取付け状態の確認や、「黒板検査用色票」・

「鏡面光沢度計」及び「目視」による検査を致します。

その後、適切な処置をアドバイスさせていただきます。

点検のご依頼・ご質問は、お近くの営業所まで

お気軽にお問い合わせください。


